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育文第 4 7 3号

昭和63年 12月268

総務部長

条例、規則等における劫音及び促音に用いる

「や，ゆ・よ・つ」の表記について（通知）

このことについて、国では、別紙のとおり昭和63年 12月に否集される通常国会

に提出する法律、昭和64年 1月以後の最初の閣議に提案する政令並びに同月以後に

審査を終了する省令及び告示から小書き6こすることとしたので、燥においても、これ

に準じ、下記のとおりとするので、所罷職員への周知方をお願いします。

記

昭和64年 1月以後に招集される県議会に提出する条開案その他の議案及び報告

（同月以後の専決処分に係る条例等を含む。）並びに同月以後に県報に登載する規則、

謬II令甲、告示及び公告（以下「新基準条例等」という。）における効音及びイ足音に用

いる「や・ゆ・よるつ」の表記については、次に揚げる規定等の部分を除さ、小書き

lこすることとする（固有名詞は、対象としない。）。



1 新基準条例等以外の条例、規則等（以下「！日基準条例等」という。）の一部を

改正する場合において、その施行時に！日基準条例等の一部として溶け込む部分

2 rs基準条捌等の規定を読み替えて適用し、又は準用する規定における読替え後

の部分

3 漢字に付ける振り仮名の部分

ょう

また、上記以外の文書についても、昭和64年 1月以後、劫音及び促音に用いる

「や・ゆ・よ・つ」の表記は、漢字に付ける振り仮名及び固有名調で大書きにしてい

（ものを除き、全て小書きに統一するので留意されたい。

なお、青森県文書取扱規程（昭和36年8月青森県諒司令甲第27号）第44条第4
よ？

項の規定によりf91J文により処理することとして承認している告示及び公告における劫

音及び促音の表記については、上記の内容に従い、問項の承認が変更されたものとす

る。
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昭和63年12月20日

自治大臣官房文書課

省令及び告示に怠ける劫音及び促音に用いる「や・ゆ・よ

・つ」の表記について

標記について、当省では別添のとおり取り扱うこととなりましたので、

参考までにお知らせします．



省令及び告示における効音及ぴ促音に用いる「や・ゆ・よ

・つJの表記について

標記については、従来原則として大書きにすることが慣行になっている

ところ、 「現代仮名遣い』において「なるべく小書きにするJものとされ、

法律及び政令についても、昭和63年7月20日付け内閣法制局総発第1

25号をもって内閣法制局から「小書きにするJ旨の通知がなされている

ところであり、省令及び告示についても、次に掲げる規定の部分を除き、

昭和64年1月以後に文書課の審査を終了する省令及び告示（以下「新基（

ザ（ 準省令Jという．）から、小書きにすることとする． （固有名詞は対象外）

ぐ＼

1 新基準省令以外の省令及び告示（以下「旧基準省令」という．）の一

部を改正する場合にa:;いて、その施行時に旧基準省令の一部として溶け

込む部分

2 旧基準省令の規定を読み替えて適用し、又は準用する規定におげる読

替え後の部分

3 漢字に付ける撮り仮名の部分

なお、上記以外の文書についても、昭和64年1月以後、効．音及び促音

に用いる「や・ゆ・よ・つ」の表記は、漢字に付ける振り仮名及び固有名

詞で大書きにしているものを除き、全て小書きに統一するので留意された

b、．
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